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岐阜大学は，岐阜市の北に位置し，「水が美味しい」清流
長良川や，「岐阜城を頂く」金華山に囲まれた緑豊かな自然
環境に恵まれたキャンパスを有し，教育・研究の拠点とし
て地域社会や産業界と連携しながら，特色ある学術活動を
展開しています。
本研究室は機械工学科に所属し，大学院ではエネルギー
工学専攻に属しています。熱・流体・エネルギーシステム
に関する「知の融合」をテーマとし，エネルギー・環境問題
の解決に貢献する技術の開発を行っています。特に，再生
可能エネルギーの有効利用，未利用資源の高効率利用な
ど，持続可能な社会に貢献する実用的なテーマに取り組ん
でいます。実験と理論，そしてデータ科学を融合させた研
究スタイルを取り入れ，工学の枠を超えた横断的研究を推
進しています。こうした実践的な研究を通じて，次世代の
社会課題にも応え得る新しい価値の創出を目指していま
す。
 

 
本研究室では，気固反応装置，技術の開発を基盤として
おり，これまでに多様な未利用資源のエネルギー変換・利
用技術を展開してきました。ここ数年は特に以下の2点に
重点を置いて研究を進めています。
   
2.1　未利用バイオマスの資源化
食品廃棄物や下水汚泥などの高含水率で未利用の有機性
廃棄物を対象に，低環境負荷の乾燥技術，炭化などの燃料
化技術，肥料化などの高度資源化技術の開発を行っていま
す。とりわけ，バイオマス資源の有効活用に向けては，粉
砕や乾燥といった前処理工程の高効率化に関心を持って取
り組んでおり，樹脂系エマルジョンを用いた乾燥促進材や
太陽熱利用技術との組み合わせにより従来とは全く異なっ
た省エネ型前処理プロセスの開発に注力しています。

2.2　大気圧プラズマによる表面およびガス改質
大気圧プラズマを利用した微粒子の表面改質や触媒を利

用したガス合成技術の開発に取り組んでいます。表面改質
では，処理対象粒子を気相中に分散させながらプラズマを
照射することで均一な表面処理を実現しています。ガス合
成では触媒を流動化させることで反応性を向上させ，プラ
ズマとの相互作用を高めています。これらの技術により，
二酸化炭素を原料とするメタノール合成や，水と窒素から
のアンモニア合成といった革新的反応系の構築を進めてお
り，次世代のカーボンリサイクル・グリーン燃料技術とし
て注目されています。
 

 
現在，研究室には学部4年生が7名，修士課程の大学院

生が8名，博士課程の学生が6名，研究生が1名在籍して
います。教員は助教1名，ポストドクター1名，研究員1
名が在籍しており，研究・教育活動を支えています。また，
中国，インド，インドネシア，ケニアからの留学生が7名
在籍しており，日常的に英語による研究議論も行われてい
ます。なお，令和6年度は2名の博士課程学生が学位を取
得し，研究成果を社会に還元する人材として巣立っていき
ました。
本研究室では，学生の自発性と創造性を重視した運営を

心がけています。異分野融合や社会実装を志向した研究
テーマが多く，幅広い知識と視野を身につけることができ
ます。研究活動を通じて「考える力」と「伝える力」の育成を
重視しており，学会発表やプロジェクト型研究への参加を
推奨しています。また，教員や学生間の距離が近く，自由
に議論できる雰囲気を大切にしています。
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この度はこのような執筆の機会をいただきまして誠にあ
りがとうございます。少しでも学生の皆様の参考になれば
幸いです。執筆に当たり，これまでの学生生活を振り返り
ながら化学工学の研究を通して自身が得た学びと，思いを
僭越ながらここに記したいと思います。
私の所属していた北海道大学工学部応用化学コースでは
“化学”とつく学問を幅広く学べるという特徴がありま
す。有機化学，無機化学，生化学，物理化学等，特定の分
野に限らず理論から深めることができる環境があります。
そんな中，化学工学との出会いは講義がきっかけでした。
「化学」の便利さを社会の中で最大限発揮させる「工学」と言
われるように，実験室の化学を実生産に乗せ，その便利さ
を社会に引き出すための学問であることを知りました。ま
た，経済性や環境，安全を両立させるために，装置や工場
に限らず，分子構造のような小さいスケールから，流通・
販売（サプライチェーン），地球環境のような大きなスケール
にまで対象が幅広いことも魅力の一つでした。産業の基盤
を上流から下流にかけてプロセス全体から支えられるとい
う，自身の及ぼせる影響の大きさに惹かれていました。
学部4年次からの研究室配属に向けて，自分の興味と，
将来社会人として，そして一人の技術者としてどの分野に
関わっていきたいのか考えるようになりました。幼少期を
田舎で過ごし，父親が動物関連の職に就いていたこともあ
り，自然や環境への意識は人一倍強くありました。また近
年，地球温暖化や化石燃料枯渇，異常気象など様々な地球
規模の問題への懸念が深まる中，ネットゼロカーボン社会
実現に向けた動きが活発になっていました。そこで，自分
自身も当事者意識をもって将来的にはエネルギー分野から
持続可能な社会の実現に貢献したいと志すようになりまし
た。研究室選びの際に，当時東京大学にいらした菊地隆司
先生の北海道大学での研究室の立ち上げが私の学年から始
まることを知りました。また，再生可能エネルギーを有効

利用するための水素，アンモニア等のエネルギーキャリア
の研究や，エネルギーキャリアからの高効率な発電や物質
変換の研究が行える環境であることに，大袈裟に言えば運
命を感じました。自分自身の研究環境を一から作り上げら
れること，地球規模の課題解決に直結する研究が行えるこ
と，いわば挑戦的な選択ではあるものの期待と興味を抱い
て化学システム工学研究室への配属を決めました。
研究室配属後は，多くの方々に助けていただきながら研
究生活がスタートしました。私はエネルギーに関する研
究，中でも水素関連の研究に興味があったため，新たな水
素キャリアとして注目されているアンモニアの電解合成を
研究テーマに選択しました。反応装置の作製から電解質・
触媒調製，電解セル組立，電気化学測定，アンモニア電解
合成，定量・評価までプロセス全体を自分一人で行えるこ
とに非常にやりがいを感じていました。特にカソード触媒
に焦点を当てて，アンモニア生成速度と電流効率の向上を
目的として研究に取り組んでいました。触媒化学と電気化
学の双方の観点から考察することで，マクロな視点からミ
クロな視点まであらゆる角度からのアプローチが可能にな
り，研究の奥深さを強く感じながら研究に取り組むことが
できました。プロセス全体を見越して，各要素の細かい部
分にまで落とし込んで事象を考えるということは化学工学
ならではの観点であるとともに，自分自身の物事への考え
方，課題解決へのアプローチ方法の形成に大きく活かされ
たと感じています。
私は大学院修了後，研究開発職として企業に勤め，エネ
ルギー分野のなかでも特に水素関連の研究を行う予定で
す。就職活動を通して，自身の化学工学というバックグラ
ウンドと，研究活動を通して培った触媒化学，電気化学に
関する知見が今後の企業での研究開発に活かせると強く感
じました。また，私が所属していた化学システム工学研究
室では，多様なエネルギーキャリアに関する研究を行なっ
ているため，普段の研究室内での進捗報告会を通して，水
素社会の実現や，CO2排出抑制，炭素資源の循環利用といっ
た将来的なゼロカーボン社会に向けた研究に触れる機会が
多くありました。研究に関する議論を通して幅広い知見が
深まるだけでなく，自身には無い着眼点を得ることがで
き，自身の研究への理解度を深めることができました。多
様な意見，総合的な視点から研究に取り組む姿勢は，この
先の企業での研究でも活かしたいと考えています。
最後になりますが，大学・大学院での3年間の研究生活
がかけがえのない時間となり，今後の技術者生活の糧とな
ることは間違いありません。充実した研究環境を整え，日
頃より手厚く指導してくださった菊地隆司教授，多田昌平
准教授にはこの場を借りて感謝申し上げます。

（北海道大学大学院総合化学院総合化学専攻 中島大和）
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